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論文の内容の要旨

　本研究は北西太平に複雑な起伏を持つシャッキーライズから採集された3本の深海底コアから得られた浮遊性

有孔虫による後期第四紀海洋表層の吉環境を究明しようとする研究である。分析に用いたコア資料はNGCl02，

NGCl06，NGCl08で炭酸塩補償深度より上位の深さでそれぞれ2，6ユ2㎜，3，7！3m，3，390mで，年代は29．8万年か

ら18．2万年の国際的スケールを測定した。炭酸塩保存度を浮遊性有孔虫の種構成に基づく溶解指標（FDX）と有

孔虫破片の相対数に基づく溶解指標（FRAG）をBerger（1968．1971）に従いもとめた。この相関は炭酸塩堆積

物の溶解度に関係し，太平洋の炭酸塩保存／溶解の様式を示す。このサイクルは氷期の初期に炭酸塩の保存が最

も悪くなり，解氷期に最も良くなる。シャツキーライズで表層水の変動は，温暖期である現在と最終氷期間の温

度差は北緯35度以南で最大で2度，35度以北で5度以上であった。また，氷期は閲氷期より遷移帯で著しい温度勾

配と明瞭な規則性を持つ。群集解析に基づく海洋表層環境の正確な復元を行うために個体密度データを使用する

と，Puleηj∂亡ゴ・a　o舳qMocu1∂亡∂とG・oboro亡∂！ゴ∂亡・uηc∂亡汕ηoゴdεsは酸素同位体比が負の期間に多産し，こ

れらが暖流系種であることから黒潮続流と亜熱帯水塊の影響を表していると推測される。G．亡mηc汕〃ηo〃es

は約ユ2．2万年前（5，5ステージ）でピークを示す。これはG／obゴgε。ゴηoゴdes　mbe。の消滅層準に一致し，亜寒帯

フロントの北への後退を示す。北側のNGCl06と108ではNεogloboqu∂dr加∂ρ∂cムydem∂（左巻き）がほとんど産

出しない。従って30万年間において32度地点では亜熱帯から遷移帯の海流系が存在し，寒流の前進は最大で北緯

34度までであったと推測される。Globゴger1刀∂bullo雌sと左巻きNεog／oわoqu∂drゴη∂ρ∂cムγdem∂の産出のピー

クがステージ6の期問に観察される。このことはステージ6の海洋表層環境は最終氷期のステージ2よりも生物

生産量が高く水温がやや低いか，密度成層を形成していないかと推測される。このような炭酸塩溶解強度は3本

のコアで算定される平均堆積速度にも見られ，生産性の南北勾配が反映されている。

審査の結果の要旨

　シルバ氏の研究はシャッキーライズから採集された3本の海底コア資料から第四紀後期の海洋表層水の古環境

を，深海度に堆積した表層浮遊性有孔虫の溶解度と堆積物の化学的特徴から海洋フロントの南北への移動などを

復元し，浮遊性有孔虫の分布形式の追求にも発展できる研究である。酸素同位体による年代決定など正確なデー

タを必要とするなど国際的なレベルの研究と言える。同氏の詳細な資料は北西太平洋の海洋表層の古環境解析に
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十分な資料が整えられ，国際的レベルでのディスカッションに耐える結果が得られたものと高く評価される。さ

らに，古生物地理学的観点から種の地理的分布規制についての研究に寄与できる成果ともいえる。

　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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